


の町の南を金環帯が通ります。 第一接食の少し前に到着かなりの晴れ間があります。 機材の

準備をしている間に太陽は欠け姶めました。 うす雲の中を． 太陽はだんだん細くなってゆきま

す。 高度は約74度。 ほとんど真上に感じるほどです。 カメラのファインダーをのぞくのが苦

しくなります。 極軸あわせが不十分なので． 時々調節しなければなりません。 東部夏時間で11

時38分すぎ， あとわずかでペイリー ビ ー ズ・…•••という所で厚い雲が細い太陽をおおいました．

シャドー バンドは見えません。 本影錐もわかりません。 あたりはかなり明るいままです。 （バ

カチ軍ンカメラの露出計が正常に作動するくらいの明るさだったとか） そして． 雲がどいた

時にはすでに金環食は終わっていました。 雲がかかっていたのは， ちょうど30秒間でした。

その後， 空はしだいに良くなり． 第4接食まで観澗して機材を引き上げました。

残念ながら観測は失敗です。 しかし， 14名の観測隊はそれほどがっかりせずに帰ってきま

した。 それは． スミソニアン博物館のものすごさ． プリドウ博士との交流 ， バ ー ジニア科学博

物館でのデジスク ー見学． ヘ イデンブラネクリウムで舞台うらのうらまで見せてもらったこと

などなど， 日食の失敗を十分おぎなえるだけの経験をしてきたからでしょう。

この夏ごろには， 報告書ができあがるはずです。 観測そのものは失敗に終わったものが多い

のですが． めったにないめずらしい日食に． みんながどのように取り組んだかということは，

貴重な資料となることでしょう。
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